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 令和６年９月定例会
おもな内容

◇学びの杜竣工記念コンサート・町民大運動会    ２頁
◇こども園、管内小中学校運動会      ３頁
◇審議議案とその結果      ４頁
◇議案審議のおもな内容    ５頁
◇議会日誌、編集後記   ７頁
◇一般質問について   ８頁

児童・生徒会長より感謝状贈呈

「高野山学びの杜
もり

」竣工式（令和6年9月14日開催）
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学びの杜竣工記念コンサート・町民大運動会

「学びの杜」竣工記念コンサート「学びの杜」竣工記念コンサート
令和6年9月14日開催令和6年9月14日開催

町民親睦大運動会町民親睦大運動会

高野和太鼓童 DONKAKA

小・中学生とのコラボ（エンディング）尺八奏者 辻本好美さん

弦楽四重奏

令和6年9月28日開催令和6年9月28日開催
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こども園、管内小中学校運動会

管内小中学校・こども園運動会管内小中学校・こども園運動会
９月21日開催富貴小学校運動会

10月５日開催花坂小学校運動会

９月28日開催高野山小学校運動会

高野山こども園運動会 10月５日開催

10月19日開催高野山中学校体育祭
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審議議案とその結果

審議議案とその結果
令和 6 年 9 月 2 日に招集された定例会には、報告 1 件、承認 2 件、認定 10 件、条例改正 3 件、補正

予算 8 件、人事同意 1 件、その他 1 件、議員発議意見書提出 2 件の全 28 議案が審議され 9 月 18 日に
閉会しました。

一般質問については、7 名の議員が後述の内容で質問を行いました。　

議　　　題　　　名 付託委員会名 審議結果

令和５年度高野町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報 告

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度高野町一般会計補正予算（第３号）） ○

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度高野町一般会計補正予算（第４号）） ○

令和５年度高野町簡易水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○

令和５年度高野町一般会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町国民健康保険富貴診療所特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町富貴財産区特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町立高野山総合診療所特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町簡易水道事業会計決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町富貴簡易水道事業会計決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

令和５年度高野町下水道事業会計決算認定について 決算審査特別委員会 認 定

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例について ○

高野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について ○

高野町医師住宅、看護師住宅条例の一部を改正する条例について ○

令和６年度高野町一般会計補正予算（第５号）について ○

令和６年度高野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について ○

令和６年度高野町国民健康保険富貴診療所特別会計補正予算（第1号）について ○

令和６年度高野町富貴財産区特別会計補正予算（第1号）について ○

令和６年度高野町介護保険特別会計補正予算（第２号）について ○

令和６年度高野町立高野山総合診療所特別会計補正予算（第１号）について ○

令和６年度高野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ○

令和６年度高野町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について ○

高野町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原案同意

学校の業務量に見合った教職員配置と長時間労働を抑制するため教員に残業代を支給
可能とする給特法の改正を求める意見書（案）について 総務文教常任委員会 ○

国土強靱化の強力かつ計画的な推進を求める意見書（案）について 厚生建設常任委員会 ○

　（審議結果：承認・可決は○　否決は×）
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議案審議のおもな内容議案審議のおもな内容

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

60
憶
４
，３
３
０
万
円
と
定
め
る
。

質問

駐
車
場
及
び
道
路
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設

置
と
あ
り
ま
す
が
ど
こ
に
設
置
し
、
い
つ

か
ら
運
用
す
る
の
か
。

答弁
（
観
光
振
興
課
長
）
今
回
、
設
置
す
る
場
所

は
、
中
の
橋
駐
車
場
、
金
剛
峯
寺
前
第
2

駐
車
場
、
大
門
南
駐
車
場
の
3
か
所
と
、
町
中

の
交
通
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
高
野
山
宿
坊

協
会
中
央
案
内
所
付
近
に
設
置
す
る
予
定
で
、

運
用
は
、
10
月
の
中
旬
ぐ
ら
い
か
ら
11
月
の
下

旬
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

反対討論

こ
れ
も
又
４
号
専
決
処
分
、議
会
に
諮
る
時

間
が
無
か
っ
た
と
言
う
。議
会
な
ど
１
日
で

招
集
出
来
ま
す
。こ
の
や
り
方
ば
か
り
で
は

賛
成
出
来
ま
せ
ん
。

採決

賛
成
７
、
反
対
1
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内容

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り

過
料
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
で
定
め
て
い
る
同
規
定
を
削
除
す
る
一

部
改
正
が
必
要
な
た
め
。（
令
和
6
年
12
月
2
日

施
行
）

質問

12
月
2
日
で
被
保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
一
部
改
正
で
す
け
れ
ど
も
、

令
和
7
年
7
月
31
日
ま
で
と
記
さ
れ
て
い
る
保

険
証
は
、
そ
の
有
効
期
限
ま
で
使
え
る
の
か
。

答弁
（
住
民
健
康
課
長
）
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
保
険

証
に
つ
い
て
は
、
令
和
7
年
7
月
31
日
ま
で
使

内容

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
，９
５
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

60
億
２
１
０
万
円
と
定
め
る
。

質問

作
業
用
車
両
整
備
管
理
事
業
に
お
い
て
2

ｔ
ダ
ン
プ
の
荷
台
昇
降
部
の
修
理
が
32
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
修
理
だ
け
で
大
丈
夫

な
の
か
、
車
両
自
体
は
ま
だ
使
用
で
き
る
状
態

な
の
か
。

答弁
（
建
設
課
長
）
今
回
、
荷
台
を
上
げ
て
も
戻

ら
な
い
状
態
が
発
生
し
、
急
遽
修
理
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
車
両
自
体
に
関
し
て
は
、

走
行
距
離
で
５
５
，０
０
０
㎞
と
修
理
を
す
れ
ば

問
題
な
く
使
用
で
る
状
態
で
す
。

反対討論

6
月
21
日
に
鳴
戸
谷
で
事
故
を
し
、
修
理

が
終
わ
り
7
月
30
日
に
引
き
渡
し
、
約
1
ヶ

月
以
上
も
時
間
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

議
会
に
も
か
け
ず
、
専
決
処
分
で
出
す
の
は
何

で
も
出
来
る
事
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
反
対
し

ま
す
。

採決

賛
成
7
、
反
対
1
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内容

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
，１
２
０
万
円
を
追
加
し
、

用
で
き
ま
す
。

内容

高
野
山
総
合
診
療
所
院
長
住
宅
解
体
に
伴

う
条
項
の
削
除
。

質問

院
長
を
常
駐
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
考

え
で
、
こ
れ
を
壊
さ
れ
た
の
か
。

答弁
（
診
療
所
事
務
長
）
院
長
は
、
現
在
、
和
歌

山
市
か
ら
通
勤
は
し
て
い
ま
す
が
、
週
何

日
か
は
当
院
の
宿
直
室
で
宿
直
業
務
も
行
っ
て

い
ま
す
。
業
務
的
に
支
障
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

質問

院
長
住
宅
を
解
体
す
る
前
に
、
貸
し
出
す

た
め
の
募
集
は
行
っ
た
の
で
す
か
。

答弁
（
総
務
課
長
）
一
般
質
問
で
も
答
え
ま
し
た

が
、
全
職
員
に
対
し
て
募
集
し
ま
し
た
が
、

応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

答弁
（
診
療
所
事
務
長
）
研
修
医
の
医
師
住
宅
と

し
て
の
シ
ェ
ア
等
を
検
討
し
ま
し
た
が
、建

物
が
非
常
に
広
く
、希
望
す
る
医
師
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
、利
用
困
難
と
判
断
し
ま
し
た
。

反対討論

こ
の
様
な
立
派
な
建
物
、
ま
だ
ま
だ
使
用

出
来
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
除
却
し
、
本

山
に
返
し
た
事
は
高
野
町
の
財
産
を
失
し

た
事
と
な
る
。
改
修
す
れ
ば
何
か
に
使
用
出
来

る
し
、
借
り
て
頂
け
る
方
も
い
た
の
で
は
な
い

の
か
。
こ
の
様
な
立
派
な
建
物
を
壊
し
返
し
て

し
ま
っ
た
事
は
残
念
。
よ
っ
て
反
対
し
ま
す
。

賛成討論

本
議
案
に
関
し
て
は
、
し
か
る
べ
き
手
順

を
踏
ん
で
除
却
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
除
却
し
て
し
ま
っ
た

条
例
改
正

高
野
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認

令
和
６
年
度
高
野
町
一
般
会
計
補
正（
第
3
号
）

に
つ
い
て

９９
月
定
例
会

月
定
例
会  

議
案
審
議
の
主
な
内
容

議
案
審
議
の
主
な
内
容

高
野
町
医
師
住
宅
、
看
護
師
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
高
野
町
一
般
会
計
補
正（
第
４
号
）

に
つ
い
て
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質問

住
宅
建
設
費
が
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
財
源
も
減
額
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
ど
う
し
て
で
す
か
。

答弁
（
建
設
課
長
） 

住
宅
建
設
費
の
工
事
費
減
額

で
す
が
、
国
費
が
当
初
要
望
額
の
64
％
と

低
い
率
し
か
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
起
因
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
桜
団
地
長
寿
命
化
の
改
修
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
度
、
１
号
棟
の

内
部
改
修
と
、
２
号
棟
の
外
部
改
修
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
国
費
が
低

か
っ
た
、少
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、一
部
、

１
号
棟
の
内
部
改
修
を
次
年
度
以
降
に
実
施
す

る
よ
う
な
形
で
、
今
回
対
応
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な
減
額

が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年
度
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
次
年
度
以
降

も
要
望
す
る
予
定
で
す
。

反対討論

補
正
予
算
20
万
８
，０
０
０
円
。予
算
か
ら
70

万
円
程
と
同
一
名
義
で
別
々
に
予
算
が
出
て

い
ま
す
。何
故
別
々
に
予
算
が
出
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
。納
得
出
来
か
ね
る
。

賛成討論

補
正
予
算
（
第
4
号
）、
高
野
七
口
女
人
道

巡
り
事
業
20
万
８
，０
０
０
円
は
、
委
託
料

４
，０
１
１
万
２
，０
０
０
円
と
は
別
会
計

で
、
ま
た
、
補
正
予
算
（
第
5
号
）
の
高
野
七

口
女
人
道
巡
り
事
業
予
算
も
別
会
計
と
判
断
し

た
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

採決

賛
成
７
、
反
対
１
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議案審議のおもな内容

以
上
は
、
事
務
手
続
上
、
こ
の
一
部
改
正
条
例

を
挙
げ
な
け
れ
ば
、
職
務
怠
慢
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
当
局
側
と
す
れ
ば
当
然
の
流

れ
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

観
点
か
ら
、
先
ほ
ど
総
務
課
長
の
ほ
う
か
ら
も

「
職
員
の
方
に
募
集
し
た
け
れ
ど
希
望
者
が
い
な

か
っ
た
」「
改
修
費
用
が
結
構
か
か
る
」
そ
う
い

う
議
論
の
上
、
除
却
を
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
条

例
の
一
部
改
正
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。　

採決

賛
成
７
、
反
対
１
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内容

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
８
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

61
億
５
，２
１
０
万
円
と
定
め
る
。

質問

地
籍
調
査
費
の
委
託
料
、
４
，６
４
５
万
８
，

０
０
０
円
減
額
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

答弁
（
総
務
課
長
）
減
額
の
理
由
で
す
が
、
県
か

ら
の
負
担
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い

出
来
る
だ
け
町
費
を
使
わ
な
い
よ
う
費
用
を
抑

え
る
た
め
に
委
託
業
務
の
内
容
を
変
更
し
、
委

託
金
額
を
下
げ
た
こ
と
や
入
札
差
金
も
合
わ
さ

り
、
こ
の
金
額
に
な
り
ま
し
た
。
減
額
は
し
ま

し
た
が
、
今
回
実
施
の
約
4.7
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
は
、
計
画
通
り
行
い
ま
す
。

内容

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
，０
４
０
万
３
，０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
，２
１
０
万
円
と
定
め
る
。

質問

急
性
期
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答弁
（
診
療
所
事
務
長
）
高
野
消
防
配
備
の
救
急

車
１
台
に
携
帯
電
話
の
電
波
を
活
用
し
、

画
像
を
送
る
装
置
が
設
置
さ
れ
、
医
療
機
関（
ド

ク
タ
ー
）と
繋
が
っ
て
お
り
、
救
急
搬
送
さ
れ
て

く
る
患
者
の
状
態
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
救
急
車
内
で
の
処
置
も
ド
ク

タ
ー
の
指
示
の
下
、
迅
速
か
つ
適
切
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
８
月
よ
り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

反対討論

追
加
金
３
，０
０
０
万
円
出
て
い
ま
す
。
診

療
所
は
充
実
さ
れ
て
い
ず
、曜
日
も
い
ろ
い

ろ
日
が
変
わ
っ
た
り
し
て
、高
齢
者
の
方
が

増
加
し
て
い
る
中
で
、変
更
が
あ
る
場
合
は
十
分

に
伝
達
を
す
る
様
に
し
て
頂
き
た
い
で
す
。こ
の

先
も
充
実
し
て
頂
く
為
に
反
対
と
し
ま
す
。

賛成討論

今
、
議
員
か
ら
３
，０
０
０
万
円
の
追
加
と

い
う
お
話
で
す
が
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が

予
備
費（
２
，９
５
３
万
１
，０
０
０
円
）で
、

別
段
問
題
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

採決

賛
成
７
、
反
対
１
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
高
野
町
立
高
野
山
総
合
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

補
正
予
算

令
和
６
年
度
高
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）に
つ
い
て
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審
議
内
容
お
よ
び
一
般
質
問
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、高
野
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
野
町
Ｈ
Ｐ　

　
　
　

http://w
w

w
.tow

n.koya.w
akayam

a.jp

　
　
　

議
会
事
務
局 

：
☎
０
７
３
６

－

56

－

２
９
３
５

今
年
の
夏
は
と
て
も
暑
い
日
が
続
き
、
な
か
な
か

秋
に
な
る
の
が
遅
か
っ
た
様
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
寒
い
冬
に
向
け
突
入
し
て
行
く
事
と
な
り
ま
す

が
、
暑
か
っ
た
り
寒
か
っ
た
り
と
気
候
変
動
に
は
な

か
な
か
つ
い
て
い
け
な
い
昨
今
で
す
ね
。
さ
て
、
人

口
減
の
は
な
は
だ
し
い
高
野
町
も
新
し
い
52
億
の
学

校
が
開
校
さ
れ
て
早
２
ヶ
月
程
経
ち
ま
し
た
。
子
供

達
も
元
気
で
や
っ
て
く
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

通
学
方
法
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
様
で
す
が
、
町
は
子

供
達
の
安
全
確
保
を
充
分
に
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
南
海
り
ん
か
ん
バ
ス
が
五
の
室
を
通

ら
な
く
な
り
大
門
経
由
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
門

の
あ
た
り
は
バ
ス
が
沢
山
駅
に
向
か
う
様
に
な
り
、

結
構
混
雑
し
て
い
る
様
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
五
の

室
の
方
達
は
と
て
も
不
便
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の

か
と
推
察
を
致
し
ま
す
。
９
月
議
会
で
町
長
は
、

「
元
の
路
線
に
戻
る
よ
う
に
、
町
を
挙
げ
て
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
言
っ
て
お
り
ま
し

た
。
一
刻
も
早
く
元
に
戻
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。今

年
も
後
２
ヶ
月
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
野
町
の

皆
々
様
、
ご
自
愛
下
さ
い
。 

（
Ｊ
・
Ｔ
）

○ 

消
防
操
法
大
会
訓
練
陣
中
見
舞（
ヘ
リ

ポ
ー
ト
）

○ 

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
臨

時
会（
エ
コ
ラ
イ
フ
紀
北
）

○ 
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
高
野
（
黎
明
館
）

○ 

令
和
6
年
度
高
野
町
生
活
安
全
推
進
協

議
会
総
会
（
役
場
）

○ 

第
1
回
広
報
特
別
委
員
会（
清
福
１
０

６
号
）

○ 

高
野
山
会
議
２
０
２
４ 
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

（
大
師
教
会
）

○ 

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

（
自
治
会
館
）

○ 

高
野
山
会
議
２
０
２
４ 

ク
ロ
ー
ジ
ン

グ（
黎
明
館
）

○ 

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念
事
業 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト（
九
度
山

町
慈
尊
院
）

○ 

第
2
回
広
報
特
別
委
員
会（
清
福
１
０

６
号
）

○ 

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
壮
行
会（
ヘ

リ
ポ
ー
ト
）

○ 

伊
都
郡
町
村
議
会
議
長
副
議
長
会
研
修

（
紀
南
）

○ 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
定
例
会（
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
和

歌
山
）

○
町
月
例
監
査

○ 

第
3
回
広
報
特
別
委
員
会（
清
福
１
０

６
号
）

7
月

8
月

9
月

本
会
議
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。

○ 

か
つ
ら
ぎ
町
議
会
新
正
副
議
長
就
任
挨

拶
来
議

○
全
議
員
研
修（
上
富
田
文
化
会
館
）

○
決
算
審
査

○ 

青
少
年
高
野
山
会
議  

東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
特
別
演
奏
会

（
黎
明
館
）

○
県
町
村
議
長
会
よ
り
県
へ
の
要
望

　
（
県
庁
）

○
議
会
運
営
員
会（
9
月
定
例
会
）

○ 

令
和
6
年
第
2
回
伊
都
郡
町
村
及
び
橋

本
市
児
童
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定

例
会（
国
城
寮
）

○ 

令
和
6
年
8
月
伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本

市
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例

会
（
国
城
寮
）

○ 

「
学
び
の
杜
」
竣
工
式
、記
念
コ
ン
サ
ー

ト
○
富
貴
小
学
校
運
動
会

○ 
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念 

宇
崎
竜

童
コ
ン
サ
ー
ト（
九
度
山
町
慈
尊
院
） 

○
高
野
山
小
学
校
運
動
会

○
町
民
親
睦
大
運
動
会
（
学
び
の
杜
）

○ 

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念 

奉
納
コ

ン
サ
ー
ト（
伽
藍
境
内
）

高
野
町
教
育
委
員　
　
　

 

岡
本　

眞
由
美

　

次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
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12月定例会

令和６年11月　高野町議会だより

一般質問について

■一般質問

上記の７名の方が一般質問を行いました。

受付順 氏　　名 質 問 事 項

１ 菊谷　　元
○ 大門地区の「和歌山県朝日・夕日 100 選」場所付近と国道４８０号大門地区

の交通事情について

２ 松谷　順功 ○南海りんかんバスの迂回運行の実施について

3 中迫　義弘

○学びの杜完成に伴う不要施設の有効利用について
◦高野山中学校跡地について
◦高野山会館跡地について
◦高野町中央公民館跡地について

4 新谷英一郎
○学びの杜（学びの交流拠点）の持続的な活用について
○第４次高野町長期総合計画について

5 大西　正人
○移動環境「自動運転」について
○水道ビジョンの具体的施策について

6 所　　順子
○院長住宅解体について
○一般会計補正４号について
○オーバーツーリズム（法定外税）関連について

7 中前　好史
○「高野山学びの杜」の活用について
○「高野山学びの杜」への交通手段と補助等について

《一般質問の掲載について》
発言及び答弁の内容は、質問議員に編集・校正をお任せし、広報特別委員会の

責任のもと、議論を重ねてきましたが、今回合意に至らない部分が出て参りました。
そのため、誠に申し訳ありませんが、今回は一般質問の掲載を見合わせる運び

となりました。
なお、今後については、広報誌「議会だより」のあり方について協議を進めて

参ります。
町民の皆様には、ご理解のほどよろしくお願いします。

広報特別委員会　委員長　新谷英一郎

広報特別委員会からのお詫び


